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幕
末
の
十
五
年
間
に
政
治
経
掛
上
種
ゃ
な
る
大
麺
草
の
行
は
れ
た
こ
と
は
今
夏
い
ふ
迄
も
な
い
所
で
あ
る
が
、

殖
産
興
業
の
計
を
立
て
財
政
経
輔
の
光
貨
に
資
せ
ん
L
L
す
る
こ
と
も
既
ミ
考
究
せ
ら
れ
た
事
柄
で
あ
つ
に
。
こ
、

仁
部
ベ
ん
止
す
る
断
的
蜘
闘
郵
御
主
訟
掛
も
そ
の
一
つ
で
あ
り

τ、
前
延
元
年
四
月
ド
設
置
せ
ら
れ

K
-も
の
で
ふ
J

る
が
、
之
に
よ
っ
て
も
官
時
の
祉
合
百
種
革
の
扶
勢
を
窺
ふ
に
足
る
も
の
が
あ
る
。

ー
ー

高
利
~
元
年
四
月
二
十
二
日
老
中
久
世
大
和
守
康
周
は
大
目
付
・
町
奉
行
・
勘
定
奉
行
・
御
日
付
・
勘
定
吟
味
役
の
人

ふ
に
卦
し
、
近
京
市
諸
家
を
始
め
一
一
統
に
疲
併
せ
る
上
、
外
岡
貿
易
開
始
後
は
諸
色
排
底
と
な
り
物
僚
騰
貴
し
盆
、
、

困
窮
に
陪
り
し
有
様
で
あ
る
か
ら
、
此
際
特
に
上
下
一
一
統
の
救
済
に
闘
し
早
冷
取
調
を
な
し
、
且
閑
内
生
産
品
の
場

加
を
は
か
り
園
盆
を
樹
つ
る
の
方
法
を
も
漸
次
考
究
す
へ
き
こ
と
を
命
し
た
。

そ
の
全
文
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

『
近
来
諸
家
を
始
一
一
統
疲
弊
い
だ
し
候
上
、
外
国
貿
易
御
差
許
の
後
は
諸
色
抑
底
、
随
て
高
僚
に
相
成
候
付
、
御
勝
手
肉
色
拍
車
々
御
入
費
相
嵩
、
諸
侯

末
々
に
ま
健
一
L
は
輔
不
如
意
切
越
の
折
柄
に
付
、
別
格
の
御
庖
置
を
以
、
差
向
主
下
一
一
統
の
御
救
助
筋
凡
込
の
趣
早
々
取
調
候
様
可
殺
致
候
。
右
に

付
で
は
御
園
内
生
産
の
品
々
夫
第
に
相
増
候
様
の
御
世
話
等
無
之
候
て
は
御
園
命
色
相
立
不
申
候
慮
、
右
は
念
法
の
調
方
に
は
相
成
問
教
事
に
付
、

漸
台
以
取
斗
候
様
相
心
得
、
夫
々
無
隠
意
役
々
一
櫨
の
心
得
に
で
篤
と
申
談
取
調
候
様
可
被
致
候
事
』

zdxTwi-
ざ
し
ま
襲
撃
銃
鋒
手



右
の
遣
に
つ
け
加
~
て
、
岡
盆
調
方
に
つ
い
て
は
、
各
自
の
立
見
は
も
主
よ
り
直
参
・
陪
臣
・
百
姓
・
町
人
の
詑
別

な
く
康
〈
上
下
の
意
見
を

S
徴
し
永
久
の
方
法
を
立
つ
へ
き
で
み
る
と
し
、
且
此
等
の
事
務
を
山
手
る
へ
き
役
方
の

名
稽
に
つ
い
て
化
醇
懸
・
周
潤
掛
・
御
塩
川
怖
掛
・
御
闘
用
潤
津
掛
・
御
恩
揮
御
経
済
掛
・
御
賑
岡
御
経
済
懸
・
御
極
端
併
懸

御
賑
救
御
主
法
掛
・
御
脹
闘
御
主
法
掛
・
御
救
助
御
主
法
掛
・
御
賑
救
掛
・
御
救
助
御
闘
盛
掛
等
を
事
げ
、
名
郁
の
肝

要
な
る
こ
と
、
こ
の
外
に
も
一
泊
営
な
る
名
稀
あ
ら
ば
申
出
つ
へ
き
こ
と
を
述
べ
、
近
て
正
式
任
命
あ
る
ま
で
「
極

密
取
調
の
積
可
被
心
得
候
事
』

E
述
、
べ
て
居
る
。

右
じ
引
っ
百
世
c

記
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
1

大
和
守
殿
御
直
筆
書
収
、
但
御
法
に
は
不
相
成
魚
見
合
留
置
」
と
詩
せ
る

案
文
は
御
園
盆
御
主
法
掛
設
置
の
趣
旨
を
窺
ふ
に
副
首
な
る
も
の
で
ふ
J
4

心
か
ら
、
そ
の
公
文
台
古
に
引
刈
し
ゃ
う
;

『
此
度
何
々
懸
被
仰
付
慌
に
付
て
は
早
窪
士
民
御
救
幼
筋
の
仕
法
相
企
、
這
々
御
園
盆
筋
の
儀
厚
御
世
話
被
鴛
在
度
L
」
の
儀
に
付
、
御
三
三
ロ
蹄
相
関
、

貧
賎
の
無
差
別
十
分
に
魚
申
出
、
其
方
共
一
統
一
役
同
様
の
心
得
を
以
、
無
服
臓
中
談
小
事
に
不
泥
大
事
舎
暮
と
し
、
御
規
定
住
来
は
容
易
に
可

改
筋
に
無
之
侯
得
共
、
常
時
勢
に
取
御
同
盟
草
被
成
可
然
義
は
敢
て
蓄
則
に
泥
不
申
、
並
(
外
荒
地
超
返
し
堤
川
除
御
普
譜
等
の
儀
深
川
仁
世
話
致
し

公
料
忍
料
の
無
差
別
天
民
一
憶
の
心
得
を
以
第
一
・
と
い
た
し
度
候
に
付
、
出
世
夷
貿
易
の
犠
付
て
色
諸
岡
生
産
詩
餓
に
致
し
、
選
民
無
之
御
闘
力
h
d

矯
謹
各
職
事
に
不
僻
其
分
に
安
し
候
様
御
世
話
布
之
皮
候
間
其
方
共
支
配
の
内
人
撰
の
上
掛

h
申
付
、
御
厄
参
陪
臣
等
も
其
力
宍
え
夜
談
致
じ
候

欺
、
封
書
差
出
植
問
仙
棚
、
何
れ
に
色
公
平
の
取
斗
募
要
に
い
し
度
、
諸
民
訴
出
候
場
所
は
檎
夏
役
土
占
λ

配
向
釘
揃
候
場
所
、
ぇ
差
出
せ
な
川
面
請
取
彼
鰍

承
札
候
共
都
合
宍
第
、
右
一
傑
の
義
に
付
て
は
一
役
同
様
と
申
趣
意
ケ
不
取
失
様
厚
割
地
怖
い
た
し
候
事
』

右
の
案
文
に
於
て
『
御
規
定
仕
来
は
容
易
に
可
改
筋
に
無
之
候
得
共
、
松
田
時
勢
に
収
御
撞
草
被
成
可
然
義
は
敢
て

護
則
に
泥
不
申
』
と
あ
る
こ
と
は
、
姐
法
と
蜂
必
十
し
も
之
を
翠
守
す
る
と
は
限
ら
守
、
時
勢
に
臆
じ
て
之
を
改

む
べ
き
こ
と
伝
説
け
る
も
の
で
あ
っ
て
、
大
に
注
意
す
べ
き
貼
で
め
る
。

凶
同
徒
主
法
叫
に
つ
い
で

哨
弔
問
十
巻

じ

2存

競

ーじ



国
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か
く
て
同
月
二
十
八
日
大
目
付
久
貝
因
陪
守
・
平
賀
駿
河
守
・
町
奉
行
池
田
播
磨
守
・
石
谷
因
幡
守
・
御
勘
定
奉
行

松
平
式
部
少
輔
・
松
平
出
雲
守
・
同
格
塚
越
大
減
少
輔
・
御
目
付
駒
井
山
城
守
・
松
平
時
正
・
御
勘
定
吟
味
役
勝
間
衣
一

郎
・
設
柴
八
三
郎
・
稲
田
八
郎
右
衛
門
等
い
か
「
御
岡
盛
御
主
法
懸
』

ee仰
付
ら
れ
「
今
度
披
仰
付
候
御
闘
益
御
主
法
懸

の
儀
は
不
容
易
御
大
業
の
儀
に
付
、
役
々
一
一
鮮
の
心
砕
を
以
諸
事
無
隔
意
申
談
御
趣
意
相
賀
候
棋
可
被
心
得
候
事
』

と
建
せ
ら
れ
た
o

そ
の
頃
の
案
文
に
「
御
経
済
掛
と
申
名
目
に
て
御
治
定
の
方
可
然
候
問
、
右
御
用
銘
を
以
表
立
御

用
懸
被
仰
付
候
椋
仕
皮
』
一
平
市
と
あ
る
か
ら
、
名
稗
を
粧
持
掛
と
す
る
読
も
あ
っ
わ
い
如
く
で
J

の
る
が
、
決
定
し
だ
の

-
1
1
:
l
酢
白
卜
、
i
!
i
・
J

一

1
1
、

戸

}

h

p

i

は
紘
一
服
・
日
制
糾
J

ゴ
弘
山
U
F
r
l出
ο吋
寸
品
川
J
¥

で
J
t
J
v
恥
い
ぐ

之
を
要
す
る
に
御
岡
盆
御
主
法
掛
設
置
の
目
的
は
嘗
時
一
般
の
困
窮
肢
態
を
救
持
す
る
を
蛍
一
印
の
問
題
と
し
、

倒
産
の
僚
充
を
は
か
る
こ
左
を
永
久
の
問
題
と
し
て
考
究
す
る
に
在
っ
た
。
而
し
て
一
新
規
御
盆
筋
の
儀
是
迄
向

冷
よ

b
申
立
候
儀
も
可
有
之
、
右
等
は
勿
論
、
以
来
新
規
御
盆
筋
の
儀
は
御
閏
盆
御
主
法
掛
に
て
利
害
得
失
評
議

設
し
可
披
申
聞
候
事
』
と
あ
っ
て
、
新
規
な
る
岡
盆
に
闘
す
る
こ
と
佐
取
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。

御
園
盆
御
主
訟
掛
の
事
業
は
『
容
易
な
ら

Y
る
御
大
業
』
で
あ
り
、
廃
く
上
下
よ
り
意
見
を
徴
す
べ
き
も
の
L
L
き

れ
て
居
た
。
そ
こ
で
寓
延
元
年
六
月
に
は
、
各
地
代
官
は
『
土
地
人
民
御
預
り
の
職
務
に
て
御
岡
盆
筋
栄
て
心
付

居
候
儀
に
も
可
有
之
候
間
』
次
の
如
〈
蓬
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
然
し
そ
れ
に
卦
し
代
官
よ
り
如
何
な
る
答
申
が

あ
っ
た
か
は
明
か
で
な
い
。

『
涯
来
物
使
高
直
相
成
諸
家
御
鏡
木
は
不
及
申
、

諸
民
困
窮
い
た
し
候
折
柄
外
岡
貿
易
御
開
昔
、
日
川
の
誇
品
輸
出
い
た
し
候
に
付

t
は
元
方
排
底
に



成
、
随
て
物
償
猶
又
可
及
騰
貴
は
必
然
の
勢
に
で
上
下
繍
疲
弊
い
だ
し
候
事
に
可
相
成
銭
。
就
て
は
諸
品
潤
津
方
は
不
及
申
、
右
困
窮
御
救
値
筋
並

宮
圃
の
御
底
置
等
は
常
今
の
御
急
務
に
付
、
今
度
御
園
盆
御
主
法
裁
仰
出
追
々
一
取
調
候
事
い
候
。
各
々
は
土
地
人
民
御
指

h
の
職
務
日
て
常
々
下

々
の
疾
十
一
向
を
も
相
曲
折
へ
殊
に
支
配
所
は
諸
大
名
御
旗
本
領
分
知
行
と
も
隣
接
い
に
し
、
其
事
情
を
も
見
開
い
た
し
被
居
候
事
故
、
公
儀
御
矯
諸
大

名
御
旗
本
矯
筋
に

b
可
相
成
は
不
及
中
下
氏
の
潤
助
主
相
成
候
事
裁
存
付
候
品
宥
之
候
は
〉
、
自
然
是
迄
の
御
政
事
に
差
響
候
筋
有
之
候
と
も
時

宜
に
寄
御
醐
煙
草
色
可
有
之
儀
に
付
無
翻
酌
其
唱
曜
の
事
柄
迄
凡
込
を
付
げ
書
面
印
対
日
い
だ
し
銘
々
十
分
に
可
被
申
立
候
。
民
手
附
手
代
建
園
地
役

人
共
の
内
に
色
右
御
趣
意
に
付
存
付
の
品
有
之
も
の
ハ
是
又
書
面
印
封
に
い
た
し
矯
差
出
其
佳
可
差
出
候
恥
』

四
月
二
十
八
日
大
目
付
以
下
に
御
岡
議
御
主
法
掛
を
命
ぜ
ら
れ
た
こ
と
は
前
週
の
如
〈
で
あ
る
が
、
共
後
五
月

十
日
に
老
中
久
町
大
和
守
に
卦
し
「
御
閥
益
御
主
法
懸
被
仰
什
之
、
尤
外
間
質
日
部
一
筋
に
も
拘
り
侠
事
に
付
、
右
の
御

用
向
は
掛
り
同
様
申
談
御
入
用
筋
に
拘
り
候
儀
は
諸
事
重
立
取
扱
候
様
被
仰
出
之
』
と
あ
り
、
裂
十
一
日
じ
以
来
年

寄
遠
藤
但
馬
守
胤
統
に
劃
し
で
も
略
同
様
の
遣
が
め
っ
た
。
十
二
日
に
は
加
藤
惣
兵
衛
外
八
名
(
奥
有
筆
組
頭
、
同
格
、

奥
軍
事
)
十
四
日
に
は
古
川
幸
七
郎
外
十
二
名
(
御
勘
定
組
頭
、
御
勘
定
時
味
方
改
役
、
御
勘
定
、
御
徒
目
付
、
町
中
本
行
一
附
漣
且
九
力
〉
に
劃
し

何
れ
も
御
闘
益
御
主
法
掛
に
勤
務
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
。
共
後
も
屡
御
主
法
掛
及
そ
れ
臥
下
の
職
員
の
任
命
が

一
之
を
述
べ
な
い
。
た
て
A

七
月
の
御
主
法
掛
よ
り
の
伺
来
日
に
は
御
闘
袋
御
主
法
掛
の
御
用
筋
は

『
諸
国
語
産
物
出
進
方
は
勿
論
、
都
て
御
園
周
御
充
寅
に
相
成
、
諸
氏
安
穏
に
生
活
を
遂
げ
候
枝
被
成
透
度
と
の
御

主
意
の
大
本
に
可
有
御
座
、
何
れ
に
も
大
業
の
儀
に
付
、
追
々
御
用
品
品
川
旋
候
上
は
取
制
物
色
英
大
の
事
に
可
相
成
、

(
中
略
)
此
節
迄
冷
御
下
ケ
の
書
類
も
有
之
、
下
方
よ
り
も
願
出
(
中
盟
諸
岡
御
代
官
ね
申
達
置
候
趣
も
有
之
』
各
方

あ
っ
た
が
、
今
一

面
よ
り
意
見
書
が
提
出
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
か
ら
、
事
務
は
迫
ミ
繁
忙
と
な
る
べ
く
『
差
向
書
記
役
の
者
十
人
程

国
金
主
法
掛
に
つ
い
て

九

第

貌

九
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四
十
巻
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凶
盆
主
法
掛
に
つ
い
ザ

第
川
十
且
官

三
二
。

第

宮古

二一

O

被
仰
付
候
積
を
以
、
此
節
先
づ
五
人
も
被
仰
付
候
様
仕
度
(
中
略
)
御
園
盆
御
主
法
掛
り
書
物
御
用
出
役
と
相
唱
」
一
疋

人
可
と
の
伺
を
提
出
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
に
劃
す
る
附
婆
に
は
『
一
躍
支
配
向
の
者
共
何
も
定
式
御
用
品
革
勤
に
で
差
支

候
趣
、
無
飴
儀
筋
に
相
聞
候
問
、
御
岡
徒
御
主
法
掛
書
物
御
用
出
役
の
名
目
を
以
差
向
先
五
人
司
被
仰
付
故
」
一
石

冷
と
あ
っ
て
、
御
主
法
掛
が
何
れ
も
大
目
付
そ
の
他
の
粂
勤
で
あ
る
か
ら
書
記
役
を
置
く
こ
と
を
認
め
ん
と
し
た

も
の
で
あ
る
。
上
申
の
趣
は
八
月
十
日
に
許
可
せ
ら
れ
、
九
月
二
十
一
日
に
は
先
づ
一
二
人
の
任
命
が
J

の
り
、
残
れ
ノ

二
人
は
相
聴
の
者
め
り
次
第
任
命
す
る
こ
と
と
な
っ
に
。
課
文
久
元
年
九
月
い
れ
z
f
h
J

『
御
圏
全
御
主
法
掛
の
儀
、
町
奉
行
御
勘
定
奉
行
同
吟
味
役
は
主
役
、
大
目
付
御
目
付
は
す
一
A
V
ω

筋
に
候
慮
、
先
達
て
一
同
掛
り
に
被
仰
付
、
諸
向

多
人
数
に
て
評
議
活
令
方
等
諸
事
誕
策
候
意
味

4
有
之
哉
の
趣
に
相
伺
候
問
、
以
後
一
向
に
主
役
の
一
者
共
に
御
任
せ
相
成
、
大
目
付
御
日
付
の
儀
は

一
同
御
用
掛
御
兎
被
選
候
方
に
可
有
御
座
哉
』
云
々

と
あ
d

り
、
悔
日
に
至
り
大
日
付
御
目
付
に
て
御
主
法
掛
た
り
し
者
が
之
を
菟
ぜ
ら
れ
わ
F

O

而
し
て
こ
の
御
主
訟
掛

の
下
に
居
る
職
員
に
つ
い
て
は
十
二
月
二
十
九
日
に
は
御
聞
粂
御
主
法
方
頭
恥
(
一
一
人
)
向
調
役
会
人
商
勘
定
役
一
冗

〆
(
一
人
}
同
勘
定
役
(
大
人
)
同
書
物
御
用
出
役
(
八
人
)
等
の
任
命
が
見
え
て
ゐ
る
。
書
物
御
用
出
役
は
前
述
の
如
〈
前

年
八
月
に
置
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
職
名
に
つ
い
て
は
之
よ
り
以
前
に
は
現
は
れ
て
ゐ
な
い
。
然
し

此
等
の
事
務
に
常
る
べ
き
多
〈
の
職
員
は
以
前
に
も
任
命
ぎ
れ
て
目
的
た
の
で
あ
っ
た
。
向
後
じ
御
岡
盆
御
主
法
方

役
所
の
設
置
に
件
び
、
同
役
所
御
門
番
人
出
役
や
掃
除
人
な
ど
も
置
か
れ
て
ゐ
る
が
一
一
之
を
遮
ペ
な
い
》

以
上
の
外
、
大
阪
町
奉
行
久
須
美
佐
渡
守
組
輿
力
内
山
彦
次
郎
に
江
戸
出
府
を
命
じ
て
ゐ
る
が
、
彼
は
文
久
元



年
二
月
九
日
に
大
阪
を
出
殺
し
二
月
二
十
二
日
に
江
戸
に
到
着
し
て
ゐ
る
。
到
着
後
の
動
静
に
つ
い
て
は
何
等
記

す
虚
が
な
い
か
ら
明
か
で
な
い
が
、
老
中
久
世
大
和
守
の
下
問
に
臆
じ
て
文
久
一
苅
年
に
献
一
一
一
目
せ
る
「
御
岡
盆
御
仕

法
筋
二
付
大
阪
表
之
儀
申
上
候
書
什
」
が
存
し
て
ゐ
る
か
ら
、
岡
盆
仕
法
の
方
面
に
彼
の
才
能
を
用
ゐ
ん
と
し
た

も
の
で
あ
ら
う
。
後
に
述
ぷ
る
産
物
舎
所
及
貸
附
金
の
こ
と
に
つ
い
て
も
多
少
参
考
す
べ
き
も
の
め
る
が
知
〈
考

へ
ら
る
る
。

御
岡
盆
御
主
法
掛
か
ι
設
置
せ
し
際
、
『
御
支
質
問
廊
下
二
階
蛍
時
御
作
事
未
行
文
配
向
詰
所
之
儀
此
度
御
園
盆
御
主

訟
掛
御
用
談
所
相
成
供
問
早
ミ
引
開
候
掛
可
被
致
候
』
と
の
作
事
奉
行
へ
の
遣
が
あ
る
か
ら
、
営
初
は
共
慮
に
て

執
務
せ
し
も
の
で
あ
ら
う
つ
そ
の
後
御
岡
縫
合
同
所
を
取
建
つ
る
こ
と
と
な
り
、
ん
て
久
二
年
五
月
に
之
が
賞
現
や
見

-

-

-

F

4

 

ト

叩

;

戸

EI--wt川
亡
、
小
叩

J

J

l

h

j

、Jfィ
1
1
v
r
t

-

J

i

}

】

心

N
r
t
e川
F
J
L
Uい
る
【

四

御
闘
益
御
主
法
掛
に
於
て
行
は
れ
た
事
柄
の
う
ち
主
要
な
る
も
の
は
次
の
如
く
で
ゐ
る
。

(
2
q
)

諸
士
救
済
策

物
侵
勝
賞
の
た
め
薄
給
武
士

ω生
活
困
難
に
陥
れ
る
を
救
楠
せ
ん
と
し
て
、
交
久
一
五
年

一
一
月
に
三
百
石
以
下
の
旗
本
御
家
人
に
封
し
拝
借
金
を
許
し
、
百
俵
以
下
の
・
も
の
へ
は
下
賜
金
を
行
っ
た
。
郎
ち

次
の
如
〈
で
あ
る
υ

て
二
-
百
石

一
、
二
百
石

一
、
百
石
除

金
二
十
五
一
用

金

二

十

雨

金
十
日
比
雨

一
、
御
役
料
は
相
除
候
事

一
、
平
常
之
心
掛
に
て
斧
借
に
不
及
も
の
は
勝
手
次
第
の
事

一
、
返
納
の
儀
は
来
・
7
亥
年
よ
り
十
ヶ
年
賦
た
る
へ
き
事

岡
崎
盆
主
法
掛
に
つ
い
て

1，j!; 

量主

一一

帯
同
十
品
世

演村正三郎， 大阪町卒行興力内111f~:，:，Í(白目(t'[ffl克市干究第一一三巻ー披)参照。
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国
徒
主
法
掛
に
つ
い
て

第
四
十
巻

一
一
第

銑

ー

ー

一
、
百
俵
よ
り
八
拾
俵
迄

一
、
七
J
h

俵
よ
り
五
十
俵
迄

一
、
円
十
俵
よ
り
一
一
-
十
俵
迄

金金金
ヒ八十

雨雨雨

一
、
二
十
俵
よ
り
十
王
俵
迄

一
、
十
間
後
以
下

金金
y[~ /:.. 

雨雨

(
口
)
物
偵
引
下
令

文
久
元
年
六
月
老
中
よ
り
町
奉
行
ぺ
の
還
に
日
〈

『
近
来
諸
色
裕
外
古
同
前
に
付
市
中
諸
色
潤
律
一
的
段
引
下
方
の
儀
、
先
達
て
相
達
置
候
趣
も
有
之
候
に
付
、
夫
々
厚
〈
世
話
被
致
候
儀
に
は
可
布
之
候

得
止
ハ
今
以
更
に
直
段
ー
も
引
下

h
不
申
、
殊
に
米
穀
の
儀
は
此
科
大
坂
表
に
お
ゐ
て
は
飴
程
直
段
引
干
ち
候
足
、
於
常
地
は
却
て
此
節
院
段
引
上
ケ

候
般
に
宥
之
、
恥
武
其
方
共
脚
話
不
行
届
の
犠
と
相
聞
快
閥
、
以
後
等
刷
け
は
問
恨
¥
之
様
筑
諸
に
山
山
訪
比
し
、
米
穀
は
勿
一
前
市
中
諸
色
潤
開
直
限
引
i

b
t
m
松
夫
ん
舟
〈
動
耕
到
し
司
被
取
斗
ー
弘
通
'
』

町
奉
行
は
之
に
封
し
て
失
の
如
〈
答
へ
て
ゐ
る
。

『
諸
色
潤
様
直
段
引
下
方
の
儀
に
付
今
般
綱
審
取
を
以
被
仰
波
候
趣
本
承
知
候
。
然
る
出
陣
右
は
常
三
月
被
仰
波
候
遁
忍
草
川
雨
御
役
所
え
問
屋
北
ハ
呼
出
、

仕
入
直
段
英
外
取
前
、
殊
に
米
相
場
の
儀
は
地
姐
の
方
高
直
に
て
御
府
内
の
み
直
下
申
付
候
て
は
潤
深
方
に
拘
り
候
間
一
万
一
値
段
札
方
の
民
間
御
勘
定

率
行
え
及
掛
合
、
其
絵
諸
色
の
儀
も
同
様
精
々
取
調
候
庭
直
下
申
立
候
分
も
御
座
候
得
央
、
去
申
寸
一
月
中
上
候
遁
御
府
内
の
儀
は
問
屋
共
巾
日

本
札
柏
町
ま
で
に
て
、
生
産
の
元
方
よ

h
相
札
不
申
候
て
は
難
行
届
御
賄
候
間
御
勘
定
奉
行
に
御
掛
り
一
被
仰
付
、
在
方
荷
主
仕
入
直
段
等
同
ガ
に
て
章

iu一
取
調
、
市
中
の
儀
は
元
方
の
直
段
に
准
し
不
相
蛍
の
聖
買
不
致
様
厳
重
福
制
侯
は
、
事
貨
の
取
調
行
届
可
然
哉
と
悲
存
候
問
・
町
奉
行
御
勘
定
奉

行
雨
手
掛
に
て
町
舎
所
に
お
ゐ
て
調
方
取
掛

h
可
申
旨
一
被
仰
波
候
様
仕
度
奉
存
候
此
段
奉
伺
候
以
上
』

こ
〉
に
於
て
御
勘
定
奉
行
松
平
出
雲
守
、
小
笠
原
長
門
守
、
竹
内
下
野
守
に
封
し
『
諸
色
潤
津
直
段
引
下
方
等
の

儀
町
奉
行
申
談
取
扱
候
様
可
被
致
候
事
-
』
と
令
し
た
。
更
に
十
月
一
日
に
は
老
中
よ
り
町
奉
行
勘
定
奉
行
へ
米
慣

は
引
下
り
た
る
も
、
諸
色
は
未
た
之
に
躍
じ
て
引
下
ら
.5
る
を
以
て
十
分
諜
力
す
へ
き
旨
を
珪
し
て
ゐ
る
。
却
も

『
米
殺
英
外
諸
色
直
段
引
下
ケ
方
等
の
儀
に
付
て
は
込
々
祁
達
誼
候
趣
も
冶
之
、

夫
-n
一
厚
〈
世
話
被
致
候
儀
に
は
可
有
之
候
得
共
、
常
年
は
諸
閣
制
A

作
の
趣
に
て
此
節
米
僚
は
飴
即
位
引
下
り
候
待
呉
、

諸
色
臨
段
は
更
に
引
一

r
h候
様
子
も
無
之
、
米
債
下
務
致
し
諸
色
高
直
に
て
は
小
給
の
御
旗
本



御
家
人
等
は
間
四
間
輸
増
候
儀
仁
有
之
、
U

中
島
々
歳
末
に
も
王
、
ヮ
候
間
此
笥
格
別
に
御
世
話
有
之
差
向
諸
色
直
段
引
下
り
候
様
の
御
慮
置
娠
は
有
之
同

数
や
厚
〈
勘
排
致
し
凡
込
の
趣
早
々
可
依
申
聞
係
市
』

十
二
月
九
日
に
至
り
次
の
如
き
物
慣
引
下
令
が
殺
せ
ら
れ
た
。

『
近
来
米
穀
諸
色
共
高
直
の
庭
、
中
古
る
申
年
遺
作
に
付
際
立
直
段
引
上
ヶ
、
下
々
難
儀
致
し
候
趣
相
珂
へ
候
c

常
年
は
山
木
和
制
'f-
始
的
制
副
作
の
日
同
は
相

場
も
下
落
致
し
侠
間
布
に
准
じ
夫
々
引
下
げ
可
申
慮
、
一
日
一
位
段
引
よ
ケ
一
候
nm
ば
存
坊
に
引
下
げ
不
巾
、
何
回
叩
に
不
寄
一
同
僚
に
質
向
し
、
候
趣
相
細
川

へ
、
不
時
之
事
に
候
。
温
々
諸
色
尚
南
口
相
成
候
得
ハ
詰
り
は
世
上
一
統
之
難
儀
に
相
成
候
事
に
候
問
、
御
国
恩
を
制
排
〈
、
此
上
精
々
直
段
引

下
候
様
可
致
後
。
尤
直
段
引
下
ケ
候
品
埋
も
品
柄
等
劣
れ
る
簸
等
決
で
不
致
、
直
段
相
常
之
寅
徳
島
-
以
・
正
路
「
い
波
世
可
孜
旨
、
遺
一
苅
仕
入
元
を
始

め
問
屋
仲
買
末
々
の
商
人
共
に
来
る
迄
厳
重
に
可
申
竹
係
、
右
之
通
申
付
候
て
も
宵
引
下
付
中
候
は
一
、
其
筋
ん
で
え
窓
詮
議
不
束
の
費
買
致
し
候

身
宥
之
候
は
、
無
川
拾
吟
味
の
上
肢
重
の
位
口
可
申
候
。
'
一
相
之
越
は
図
々
っ
け
ん
色
相
関
候
河
、
仕
入
一
万
一
乱
段
引

r
u不
巾
、
或
は
武
山
等
致
し
候
者
有

之
悦
ば
、
足
羽
人
的
事
可
作
候
。
右
之
，
白
地
相
細
川
健
闘
、
伝
川
間
山
内
、
同
濯
物
右
之
悦
両
々
注
、
慌
時
一
川
司
令
ト
げ
万

ω
犠
其
一
品
h

土
地
回
よ
り
情
・
再
逮
時
味

川
政
川
l

仲
悦
c

山
い
比
ト
L
P

川
市
肘
凡
日
引
F
J
丸
ぺ
不
正
パ
織
4
R
h恥
yLmm
相
川
川
悦
ゴ
一
畑
一

1
地
明
い
円
一
門

ιAV川
悦
問
阿
川
河
巾
付
候
不
』

(
ハ
)
荒
地
起
返

諸
岡
御
料
所
荒
地
起
返
免
直
吟
味
に
つ
き
両
国
筋
へ
は
久
し
く
人
を
差
遣
し
て
ゐ
な
い
か

ら

営
年
は
先
づ
同
方
面
へ
出
張
せ
し
か
へ
き
こ
と
を
再
延
一
冗
年
七
月
に
上
申
し
て
ゐ
る
が
、

八
月
二
十
一
日
御

勘
定
長
野
録
三
郎
支
配
勘
定
長
坂
庄
八
郎
の
二
名
を
し
て
西
闘
へ
向
け
出
殺
せ
し
め
に
。
雨
入
は
十
二
月
に
持
府

し
た
が
、
そ
の
報
奇
に
よ
れ
ば
次
の
如
き
収
納
増
加
と
な
る
筈
で
あ
る
。

『
一
一
荏
返
高
一
高
一
一
-
千
百
一
一
-
卜
k
石山師

克
直
此

課

起
返
高
正
千
八
百
十
七
石
品
川

此
取
米
コ
百
十
八
石
鈴

銀

百

五

匁

飴

同
剛
徒
主
法
掛
に
つ
い
て

制
且
前
蝿
且
後
筑
前
筑
波
肥
前
肥
後
日
向
岡
村
々

t明

第
川
十
答

第

司主

徳川寸 Old~奥第卜二編240頁。4) 



同
征
中
法
掛
に
つ
い
て

第
川
十
品
世

I"J 

第

却1:

性l

此
米

被
下
之
分

免
区
高

市
川
石
品
開

千
三
百
九
石
除

此
取
米

l
f
:
;
i
-
z
 

F
E
1
J
I
1
不
針

~ 

内
米

a
J
L
「
E
J
主

巨
一
ー

-

7
一
イ
官

本
免
之
分

免
一
仰
高
六
千
十
有
叫
川

比
山
川
米
「
九
引
卜
刊
行
仙
川

内
米
二
百
七
十
-
一
-
石
徐

一
、
反
別
三
十
七
町
六
反
歩
除

此
取
米
二
十
四
石
鈴

八
百
七
十
七
石
鈴

判オ

合
米

必
/

一

一

反

別

百

間

町

一

反

歩

飴

御

高

入

吟

味

仕

候

分

，

右
は
荒
地
引
の
内
試
作
仕
付
候
分
其
外
御
年
貢
被
下
等
の
場
所
説
本
免
御
年
貢
相
納
候
分
も
最
寄
村
々
に
見
令
巨
細
見
分
の
上
常
時
の
地
位
-
ニ
際

立
毛
相
営
の
御
取
筒
附
仕
、
且
閤
刷
酬
の
儀
は
場
康
に
て
切
添
切
聞
の
場
所
等
相
札
、
差
障
無
之
分
は
御
高
入
の
積
h
、
ト
に
土

lm々
々
え
も
打
A
H

評
議
仕
、
村
?
え
噌
解
申
間
培
米
鴛
仕
、
有
山
外
見
取
場
凱
御
高
入
等
の
儀
、
と
色
書
面
之
遁
取
斗
候
骨
申
問
候
』
一
γ
4

・4

文
久
元
年
正
月
五
日
の
老
中
よ
り
建
の
案
文
に
よ
れ
ば
、

新
規
九
取
入
時
味
什
候
分

増

全
御
収
納
容
相
成
候
分

(
-
-
)
令
所

御
園
盆
御
主
訟
掛
設
位
以
来
未
だ
賞

績
を
邸
中
川
、
る
に
至
ら
5
る
を
説
草
、

何
等
か
の
方
法
を
立
て
〉
時
勢
の
念
務
に
藤
十
る
の
必
要
な
る
を
述
べ

『
先
づ
可
然
場
所
え
手
肢
の
合
同
所
取
建
、
江
戸
市
中
並
圃
々
問
屋
荷
主
共
等
右
舎
所
え
召
集
公
遁
よ
り
厚
〈
御
世
話
有
之
、
諸
闘
の
産
物
買
集
め
3

せ
、
問
屋
共
に
も
相
憾
の
利
潤
を
鴛
得
、
荷
主
共
、
と
懸
念
不
致
十
分
に
差
廻
し
候
撲
の
御
所
置
に
相
成
、
扱
諸
家
圃
産
の
分
色
直
捌
な
h
領
氏
引

認
な
り
都
合
女
第
矯
積
廻
、
問
屋
共
安
直
に
蹴
付
候
様
之
弊
無
之
曾
所
に
て
世
話
致
し
鴛
買
上
候
は
、
向
然
捌
方
も
宜
、
国
々
産
物
色
人
カ
お
て



山
内
礎
技
し
候
丈
は
日
々
相
積
へ
諸
物
れ
ら
潤
搾
い
た
し
、
其
上
物
倒
高
値
の
檎
は
公
遣
の
御
慮
置
に
蹄
し
候
様
可
柑
成
、
此
作
品
外
周
貿
易
の
"
即
日

h
曾
市
川
よ
り
相
廻
し
候
品
川
的
手
摘
に
も
一
烹
り
可
申
、
何
い
い
て
も
諸
物
多
分
に
産
出
常
致
候
に
は
先
づ
曾
所
取
立
問
原
北
ハ
召
集
公
透
よ
り
厚
〈
御
世

話
布
之
彼
我
同
胞
に
利
潤
を
得
ら
れ
候
様
の
御
主
法
無
之
候
て
は
相
成
問
敷
、
且
は
曾
所
等
色
無
之
候
て
は
御
凶
金
御
主
法
は
宥
名
無
賓
の
も
の

に
一
一
人
心
蹄
向
の
所
も
無
之
候
問
、
先
づ
第
一
に
曾
所
取
遣
、
諸
岡
産
物
居
沖
積
廻
、
抽
品
々
岡
々
諸
物
の
庭
山
円
滑
盆
い
だ
し
諸
国
m
潤
潔
随
て
償
色
引
下

り
清
氏
安
堵
い
た
し
候
撲
の
御
主
法
念
法
取
調
、
ん
す
所
以
途
候
見
込
の
場
所
英
外
共
同
開
々
可
波
市
開
候
事

但
物
山
間
山
御
主
法
相
す
候
は
不
容
易
機
に
可
有
之
候
得
共
、
営
時
差
向
物
償
高
直
に
て
諸
氏
の
難
儀
Tha

一
と
万
場
合
に
付
、
先
つ
夫
に
向
ひ
東
々

御
主
法
相
立
、
満
時
勢
に
従
ひ
夫
々
増
抜
い
だ
し
絡
に
木
世
不
朽
の
御
法
色
相
立
可
申
欺
、
貿
易
相
関
候
以
来
未
明
繁
之
類
は
双
方
の
交
易
問
聞
に

も
相
成
、
慨
に
J

防
法
も
難
相
J

リ
一
、
立
、
除
諸
問
問
曾
所
と
市
名
目
の
み
に
て
引
請
罷
在
候
町
人
共
資
法
身
務
の
者
に
て
多
分
の
買
入
方
は
出
来
不
致
、

唯
全
く
合
所
の
名

H
ぞ
以
、
銘
々
一
己
的
利
潤
合
会
り
伎
の
み
に
で
、
却
一
t

其
品
不
揃
の
基
に
相
成
候
分
d
h
少
か
る
問
敷
候
問
、
布
陣
刊
の
分
は
引

請
の
者
共
一
岡
本
文
大
合
同
所
え
引
替
世
話
致
し
.
手
慌
に
取
引
汚
欽
候
は
-
A

可
然
哉
。
右
等
の
失
策
品
事
賞
引
け
と
模
索
を
ち
い
だ
し
厚
〈
劫
併

の
k
何
れ
に
と
子
中
山
長
ね
寵
在
焼
場
合
三
値
一
と
後
問
、
早
々
御
ト
ヒ
法
柵

Lυ
伎
慌
司
被
・
U
H
M
悦
事
』

郎
ち
品
川
M

所
'T
作
hγ

て
諸
問
'
主
肢
を
江
戸
表
へ
轍
泡
せ
し
め
ば
話
口
叩
問
時
と
な
h

、
物
舗
も
引
下
る
べ
く
、

日平
物

偵
高
低
の
椛
を
政
府
に
牧
h
u
る
所
以
な
り
と
せ
る
色
の
で
あ
る
が
、

ほ
で
あ
っ
て
、

こ
れ
剖
ち
産
物
台
所
者
〈
は
岡
産
合
所
の
設

此
こ
と
は
既
に
安
政
二
年
に
も
そ
の
議
が
あ
っ
た
が
、
実
現
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
事
柄
で
あ

r。

翌
文
久
一
冗
年
十
二
月
に
至
り
御
閏
盆
九
M
M

所
坂
建
地
と
し
て
市
中
上
納
地
の
内
、
坂
本
町
一
丁
目
同
二
丁
目
の
内

四

角

向

合

び

都

合

千

九

百

八

十

五

坪

の

地

が

あ

り

、

日

本

橋

川
筋
最
寄
舶
附
便
利
の
場
所
で
あ
る
こ
と
を
上
申
し
、
検
問
商
を
添
へ
て
此
地
に
合
所
建
設
然
る
べ
き
ゃ
を
制
つ

道
路
等
宇
佐
取
込
め
ば
二
千
五
百
坪
程
の
地
と
な
り
、

て
ゐ
る
。
然
る
に
翌
二
年
二
月
に
至
り
、

『
右
地
所
の
儀
は
四
方
治
券
地
の
聞
に
決
り
非
常
の
掛
念
も
右
之
、
其
上
泊
券
地
上

h
上
納
地
に
跨
b
案
作
柿
坦
家
業
致
し
候
も
の
も
右
之
土
臓
等

色
不
必
由
に
で
、
引
仰
の
儀
銘
々
難
泣
セ
柑
唱
候
趣
に
相
周
候
問
、
御
園
盆
掛
の
面
々
再
臆
勘
排
の
上
、
北
八
丁
嬬
牧
野
議
岐
守
屋
敷
川
附
に
て

同
九
宜
主
法
掛
に
つ
い
ず

第
川
十
巻

二h

外各

自E

:1.: 

拙稿，白r~:+"::二九げるが舟産物曾 i:~t: ~t~ 什訓令書について(経済論議認さ二容-. ~Jì) 



同
四
盆
主
法
掛
に
つ
い
て

片
品
川
十
巻

ー
ノ、

第

盟主

ー
ム
ノ、

地
問
理
も
宜
家
作
等
も
其
偉
御
用
立
候
由
に
で
外
相
際
の
場
所
も
無
之
候
問
牧
野
被
岐
守
尾
敷
六
千
八
百
十
五
坪
家
作
共
魚
差
上
、
御
園
凡
北
方
合
所

に
可
被
仰
付
哉
』
云
々

と
の
伺
が
あ
り
、
結
局
牧
野
讃
岐
守
北
八
町
堀
尾
敷
を
家
作
共
上
ら
し
め
て
御
園
盆
御
主
法
方
命
日
所
と
し
た
。
尤

も
之
に
到
し
牧
野
讃
岐
守
に
は
一
ツ
橋
御
門
外
県
前
守
上
け
屋
敷
四
千
五
百
七
十
二
坪
の
地
金
血
(
へ
移
轄
及
修
結

費
と
し
て
余
千
両
の
拝
借
を
詐
さ
れ
、
御
間
金
御
合
所
御
用
立
金
の
内
よ
り
金
二
千
雨
手
常
と
し
て
特
に
下
附
さ

れ、

E
馬
喰
町
貸
付
金
の
内
三
千
闘
を
貸
澱
さ
れ
亡
。
五
月
十
八
日
右
の
北
八
町
堀
尾
厳
を
御
普
詰
奉
行
よ
h
受

J
hハ
ペ
j
J

、

羽
川
町

市
ド
ド
ド
J

g

町
系
JJ
止
に
ロ
七
日
凡
}
k
u
り，
l
日
u
k
η
ρ

え
3
日
'
一
白
F

よ
コ
，
、
c

r
z
v
:
I
…J
a
F
h
i
E
l
i
t
-
-
ー
ノ
;
ハ
A
H
U川
V
1
1
a
1
4日

R
C
W
T
J
I
A
U
1
r
J廿
刈
d

，

」

〈

L
P
J
"
?
t

-
時
H
1
R
I
K
E
"
人

J
F
L
)ノ

I
I
恥
似

U

V

l

p

h
少

さ

ら

h
J
l
u
o
"
{
f
レ

部
を
係
役
日
比
の
中
、
拝
借
願
出
て
た
る
者
に
貸
付
け
居
住
せ
し
な
る
こ
と
と
し
た
。

い
は
Y
官
合
と
し
て
利
用
し

に
も
の
で
あ
ら
う
。

之
に
由
っ
て
観
る
に
後
の
命
日
所
は
思
に
御
岡
盆
御
主
法
方
の
執
務
に
朋
ゐ
ら
れ
た
に
池
き
争
、
各
地
産
物
ぞ
江

戸
に
廻
送
せ
し
か
る
に
め
の
所
謂
岡
産
〈
問
所
と
多
少
、
同
り
が
め
る
ゃ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
敷
地
の
一
庚
大
な
る
こ

L

」
、
水
運
の
便
あ
る
地
に
選
定
せ
し
こ
と
等
よ
り
見
る
も
、
依
然
と
し
て
以
前
の
闘
産
合
所
と
し
て
の
意
凶
が
引

頑
い
て
ゐ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
加
之
文
久
二
年
四
月
の
御
同
盆
御
主
法
掛
よ
り
の
上
申
書
の
内
に
も
『
奮
臓

伺
掛
諸
家
同
産
井
岡
八
州
甲
信
豆
州
村
々
諸
産
物
類
御
園
盆
方
御
役
所
ね
差
出
方
御
世
話
ぞ
基
本
に
い
た
し
』
一
五

々
と
あ
る
か
ら
、
矢
張
h
J
宜
伸
一
物
合
所
と
し
て
の
考
が
権
藤
し
て
ゐ
る
も
の
と
見
る
‘
べ
き
で
あ
ら
う
。
而
し
で
こ
の

産
物
川
地
詮
と
令
融
ー
と
の
闘
係
に
つ
い
て

『
右
十
壮
烈
の
誇
産
物
の
み
仁
て
諸
方
4
4

左
漆
候
は
、
莫
大
の
金
高
に
可
相
成
、

且
右
品
物
引
常
等
の
御
貸
附
金
取
扱
の
儀
は
不
容
易
手
数
相
懸

b
可
申



通
立
の
御
場
所
諸
般
居
り
令
不
市
内
、
一
時
数
廉
の
御
主
法
押
擁
候
て
ぽ
何
四
時
怒
り
人
数
相
場
崎
町
と
も
取
締
筋
行
居
中
間
敷
、
苗
同
一
最
初
よ
り
不

都
合
の
儀
出
来
候
て
は
御
大
業
の
出
現
佐
々
の
御
成
功
に
も
拘
h
候
問
、
い
つ
れ
と
も
一
切
授
ば
此
度
御
縄
出
来
げ
の
沼
産
物
並
御
貸
附
金
の
儀
を
取

扱
其
形
勢
に
侠
で
泊
一
々
緩
急
見
込
を
ち
申
上
候
心
得
い
御
座
偵
』
一
五
々

L
」
述
べ
て
ゐ
る
か
ら
貸
附
金
を
も
行
ふ
計
査
も
あ
っ
た
こ
と
と
考
へ
ら
れ
る
。
然
し
実
際
に
於
て
は
、
か
¥
A

る
産

物
命
H

所
や
貸
付
金
の
こ
と
は
寛
現
せ
や
、
だ
三
役
所
と
し
て
の
職
能
を
果
す
の
み
に
終
っ
た
の
で
ゐ
っ
た
。

(
ホ
)
鋳
銭
策

文
久
元
年
四
月
十
八
日
大
和
守
の
遣
に
は
一
銭
の
儀
は
日
用
難
練
、
潤
津
に
相
成
候
得
刀
自
然

御
救
筋
の
一
端
に
候
問
」
新
銭
鋳
止
地
方
に
つ
き
取
訓
ふ
へ
言
一
四
日
川
を
注
し
て
ゐ
る
が
、

こ
の
貼
に
つ
い
て
は
同
二
年

一
-
-
月
に
佐
竹
右
京
L
A
犬
家
来
太
縄
織
防
よ
り

ロ判
I

川
K
十
川
紙
r
『
御
山
川
沿
』
小
川
一
桃
山
川
錦
、
い
除
に
付
、

川
a

凡

λ
H
h
佐山
3

二£
1υ
入
v

〉

3
h
h
住
町
J
U
H
J一世主一
f
t
f
E

凡
主
主
却
覗
r
h
u
司
事
即
一

t見
苦
-u

l
i
l
t
!
i
i
H
1
1
J
H
t
p
h
J
品
目

hhtjk

博
品
川
必
需
1
7
T
が，
A
A叫

uf下
回
t
H
U
M
a
一
現
有
日
明
L

十

phJP

度
』
云
々

の
願
書
が
記
載
さ
れ
て
ゐ
る
の
み
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
の
結
末
は
明
か
で
な
い
。
尤
も
文
久
三
年
二
月
に
文
久
永

資
践
の
鋳
遣
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
と
こ
れ
と
の
闘
係
は
詳
か
で
な
い
。

(
へ
)
陶
器
輸
出
策

御
勘
定
吟
味
役
で
御
闘
盆
御
主
法
掛
た
る
高
橋
市
ア
作
は
、
長
崎
出
張
の
師
路
濃
川
の
陶

業
ど
視
察
し
た
っ
之
は
近
年
同
地
方
の
陶
器
産
出
が
甚
だ
多
〈
、
轍
出
向
と
し
て
の
調
査
を
な
す
た
め
で
あ
っ
た
。

岩
田
鍬
=
一
郎
支
配
所
の
美
濃
士
岐
部
多
治
見
村
土
岐
口
村
高
山
村
等
に
多
〈
の
竃
が
あ
り
、

一
ヶ
年
の
産
額
凡
二

高
南
に
及
び
、
そ
の
う
ち
に
は
加
州
九
谷
・
江
州
高
官
等
へ
素
焼
の
偉
怠
り
、
雨
地
に
て
亦
糟
錦
出
等
に
製
せ
ら
る

る
も
の
る
あ
る
。
共
他
忍
領
村
ゃ
に
ち
竃
が
あ
り
、
こ
の
謹
一
帯
陶
土
も
多
〈
産
出
す
る
。
高
橋
平
作
は
土
岐
口

間
間
金
主
法
掛
に
つ
い
て

第
四
十
巻
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一
一
都
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園
盆
主
法
掛
に
つ
い
て

第
四
十
答

ノ、

第

E政

八』

村
山
一
冗
へ
赴
き
て
見
分
し
た
が
、
格
別
大
規
模
の
も
め
で
は
な
く
、

叉
良
口
叩
で
も
な
い
が
、
相
臆
の
産
額
が
あ
る
。

然
し
多
く
焼
立
て
て
色
陶
士
の
壷
〈
る
憂
は
な
い
か
ら
、
江
戸
問
屋
へ
も
交
体
し
て
一
神
奈
川
に
出
応
を
設
け
手
康

〈
資
捌
h
y
ぱ
土
地
調
助
と
も
な
る
で
あ
ら
う
と
鍬
三
郎
へ
申
談
し
、
且
陶
土
等
の
見
本
を
持
蹄
り
復
命
し
て
ゐ
る
。

之
に
劉
し
町
奉
行
勘
定
奉
行
問
吟
味
役
の
評
議
で
は
「
陶
器
は
営
時
に
て
は
外
岡
輸
出
必
要
の
品
に
付
、

い
つ
れ

に
も
製
作
噌
之
御
世
話
値
一
之
候
て
は
難
叶
儀
に
可
有
之
「
』
だ
Y
之
か
た
め
薪
を
多
く
費
し
、
凡
陶
土
を
採
掘
す
る

土
砂
を
押
流
し
川
ド
村
み
の
故
障
伝
生
す
る
場
合
は
松
前
柏
付
等
ぞ
唆
附
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が

E

陶
器
山
地

ω飯
町
世
話
レ
仁

L
似
枝
御
勘
定
奉
行
よ
り
御
代
官
sp
申
建
候
松
可
仕
候
」
L
」
い
ふ
に
在
っ
た
。
外
岡

に
め
川
筋
へ

奉
行
の
評
議
色
大
睦
同
様
で
、

次
の
如
く
で
あ
る
。
之
は
文
久
一
冗
年
十
月
乃
五
十
一
月
の
一
事
で
あ
っ
た
。

『
陶
器
は
御
闘
用
の
み
に
無
之
、
押
叶
商
共
不
精
輸
出
い
亡
し
御
園
盆
も
相
増
候
ロ
叩
に
付
、
耕
織
等
の
妨
に
不
相
成
、
土
地
に
故
障
無
之
候
は
ず
何
万
に

て
も
製
造
い
た
し
可
然
候
得
共
、
下
札
の
趣
に
で
は
従
来
事
論
を
耐
惜
し
可
申
掛
念
も
清
之
候
。
且
薪
抑
底
に
可
相
成
哉
の
白
色
御
座
候
=
刊
.
・
一
引

等
の
透
は
猶
利
申
告
致
勘
排
哉
の
由
取
品
夫
Ln

仕
法
相
す
-
可
相
伺
巴
目
御
勘
定
奉
行
え
一
被
仰
波
可
然
哉
に
本
存
候
』

(
ト
)
器
械
の
試
匙
文
久
二
年
四
月
御
岡
盆
御
主
法
掛
よ
り
の
何
一
に
、
閤
産
憤
充
の
た
め
に
は
簡
単
に
利
用

し
位
ら
る
る
器
械
類
を
取
調
べ
、
之
合
試
匙
せ
し
め
、
旦
水
車
を
仕
掛
け
人
力
営
省
手
、

以
て
安
債
に
製
造
し
、

そ
の
賞
用
に
供
し
得
る
も
の
は
諸
岡
へ
普
及
せ
し
め
よ
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
製
造
場
所
は
水
運
の
使
め
る
手
磨
の
地

を
取
調
べ
更
に
何
ふ
こ
と
と
し
た
い
と
越
へ
て
を
ち
、
之
に
封
し
『
書
面
伺
之
通
相
心
得
工
作
場
所
等
の
儀
猶
取

制
可
申
上
旨
被
仰
渡
奉
承
知
候
』
と
あ
る
。
そ
の
何
の
全
文
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
も
器
械
利
用

ω

必
要
は
叫
に
認
め
ら
れ
て
肘
に
の
で
あ
つ
に
。



『
御
園
徒
御
主
法
-
一
付
簡
悦
利
用
の
器
械
類
取
調
置
候
悶
阻
ん
一
、
並
諸
向
'hb

及
建
白
候
新
規
費
明
西
洋
書
待
等
の
諸
問
問
、
何
れ

6
賢
験
試
遣
の
上
、
猶

得
失
勘
排
を
加
不
申
候
牛
て
は
全
御
園
用
の
儀
難
申
上
候
に
付
、
右
試
遺
骨
片
仕
度
、
作
両
年
中
線
形
入
御
賢
候
水
車
相
仕
懸
げ
人
力
会
省
き
一
万
直

段
安
慣
に
仕
上
り
候
様
仕
度
、
依
之
先
左
の
同
士
、
取
掛
hJ
可
申
奉
存
候

一

鋼

鎖

有

延

物

鋼

板

フ

リ

ヴ

キ

甲

宵

類

一
銅
銭
錨
物
類

一
材
木
鋸
割

一
油
絞
り
但
草
木
的
責
根
類
全
以
消
絞
り
候
趣
申
立
候
自
の
右
之
貰
験
魚
致
度

一
紙
綿
但
諸
草
木
類
を
以
紙
並
綿
を
製
柏
町
儀
申
立
候
者
有
之
官
験
然
致
度

一
茂
鋼
金
箔
砂
川
淵
伺
打
活
力
人
工
白
山
中
首
き
候
儀
柑
試
度

一

煙

草

刻

お
の
外
品
々
申
ム
J

係
4
3

日
有
乙
簡
は
一
↑
舷
試
ガ
時
放
慌
上
、
岬
畑
御
岬
四
位
相
成
候
儀
式
犬
々
取
調
、
何
心
上
諸
問
剛
-
九
jb
押
払
川

γ
、
金
箱
相
成
候
慌
化

は
此
伐
i
v
制
川
慨
も
例
乙
川
被
川
流
帥
問
問
附
い
供
円
、
島
内
い
は
附
は
ホ
湖
底
民
泊
町
守
防
心
掛
川
時
御
λ
川
硝
北
、
取
調
稲
川
ホ
伺
候
以
上

戊

川

月

(
ヂ
)
玉
川
上
水
水
元
模
様
替

玉
川
上
水
水
元
抑
制
村
の
水
門
は
、
従
来
出
水
の
際
屡
冷
破
壊
せ
ら
れ
、
年
j
f

修
繕
に
費
す
所
色
多
か
つ
に
の
で
、
安
政
凶
巳
年
四
月
に
至
り
、
澗
村
よ
り
二
県
水
上
の
江
川
太
郎
左
衛
門
支
配

所
千
ケ
瀬
村
が
形
勝
の
地
で
あ
る
か
ら
一
、
初
村
の
水
門
を
千
ケ
瀬
村
へ
場
所
替
営
な
さ
ん
と
す
る
議
が
起
つ
亡
。

之
に
封
し
て
御
勘
定
所
の
評
議
で
は
、
か
〉
る
模
様
替
を
な
さ
宇
在
来
の
引
入
口
を
修
繕
す
る
に
止
め
ん
こ
と
や
-

主
張
し
た
。
高
延
元
年
に
・
色
同
様
の
意
見
が
繰
り
返
さ
れ
た
も
の
の
如
〈
、
翌
文
久
元
年
に
色
『
主
川
上
水
水
元

初
判
村
模
様
容
の
儀
別
紙
評
議
の
通
申
聞
候
、
右
御
λ
用
英
太
の
慌
に
は
候
符
共
.
御
救
筋
の
儀
に
亀
有
之
、

の
御
入
用
は
追
々
仕
即
方
色
可
有
之
供
問
、
得
と
勘
神
致
し
早
ιr
可
被
申
聞
候
事
」
と
あ
っ
た
が
、
御
闘
益
御
主 時

国
徒
主
法
掛
に
つ
い

信r
~， 
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園
金
主
法
掛
に
つ
い
「

第
凶
十
巻

O 

第
一
波

Q 

法
懸
で
は
依
然
と
し
て
模
様
替
の
見
合
を
上
申
し
て
居
る
。

(
リ
)
締
債
調
節

常
時
京
都
「
い
お
け
る
赫
央
服
物
染
草
取
扱
の
者
を
後
藤
縫
殿
助
を
し
て
差
配
せ
し
め
、
赫

の
澗
津
と
総
債
の
引
下
を
期
せ
ん
と
す
る
案
も
あ
っ
た
が
、
賃
際
に
は
行
は
れ
な
か
っ
た
も
の
の
如
〈
、
高
延
一
冗

年
七
月
の
小
笠
原
長
門
守
の
上
申
書
に
も
共
旨
意
が
明
か
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
『
此
節
迫
ム
ゴ
人
柳
轄
候
通
、
茸
直

買
共
外
新
総
積
登
等
に
付
、
少
今
宛
下
落
も
仕
候
間
粂
て
申
上
候
通
、
猶
共
時
宜
に
寄
御
所
置
御
座
候
方
可
然
故
」

一
五
ケ
と
池
ベ
℃
居
る
。
時
て
文
久
二
年
四
月
の
閥
盆
仰
主
法
出
川
よ
り
の
上
書
に
は
「
飢
生
総
取
締
筋
等
は
此
節
取

制
出
京
い
に
し
候
符
共
、
諸
岡
繍
一
克
は
'
勿
論
異
人
ね
闘
係
行
候
俵
に
て
去
文
筋
懸
念
も
有
之
似
問
h

之
上
、
不
法
御
内
慮
相
伺
候
積

b
プ
と
あ
り
、
翌
五
日
の
伺
書
に
は

『
糸
類
格
外
角
直
に
付
去
ル
申
年
以
来
種
々
勘
排
仕
候
昆
、
一
億
御
園
内
の
産
山
高
取
調
、
英
上
織
物
め
分
其
筋
L

々
相
札
候
上
な
ら
で
は
潤
津
御
取

締
の
御
仕
法
も
相
立
申
問
敷
訟
の
阜
、
何
れ
も
風
聞
を
以
の
み
取
調
に
て
賓
地
検
閲
致
し
侠
儀
無
之
候
問
、
首
尚
一
案
外
日
見
込
遣
の
儀
も
候
て
は
御

主
法
御
手
一
刻
の
人
気
大
切
の
儀
に
付
、
糸
産
出
の
国
々
織
物
渡
世
の
図
々
え
勘
定
役
一
万
〆
勘
定
役
の
内
古
人
、
御
雄
同
譜
役
歪
人
充
相
添
差
遣
、
年

分
産
出
高
織
物
入
用
高
等
取
調
候
上
、
御
取
締
筋
の
儀
評
議
仕
申
上
候
様
仕
度
、
右
品
付
奥
州
宥
州
上
州
野
州
漫
え
一
手
、
甲
州
信
州
武
州
相
州

筋
一
子
、
飛
州
浪
州
江
川
但
州
舟
波
舟
後
退
え
一
手
、
御
普
譜
役
一
人
勘
定
役
一
人
宛
差
遣
、
巨
細
取
調
申
度
奉
事
候
。
依
之
此
段
奉
伺
候
以
上
』

と
ゐ
っ
て
寅
地
に
臨
ん
で
調
査
ぜ
ん
と
の
案
が
立
て
ら
れ
h
-

こ
と
が
明
か
で
あ
る
。

時
間
再
臨
勘
耕

五

他
よ
り
の
献
策
又
は
伺
に
基
い
て
御
園
盆
御
主
法
掛
に
て
、
そ
の
利
害
得
失
を
評
議
し
て
決
定
し
た
事
項
に
つ

い
て
は
次
の
如
き
も
の
が
あ
る
。

(
2
q
)

松
平
陸
奥
守
領
分
間
産
の
貿
易
に
闘
す
る
件

松
平
陸
奥
守
領
分
よ
り
出
産
の
大
一
旦
・
生
糸
・
水
油
・
蝋
・



針
銅
・
維
穀
類
に
し
て
園
用
に
供
せ
し
残
鈴
、
例
へ
ば
大
豆
十
耳
石
出
産
の
内
七
高
石
は
園
用
に
供
し
、
残
り
三
高

石
を
横
演
に
て
外
国
貿
易
に
供
し
度
、
然
ら
ま
る
場
合
は
需
給
の
不
適
合
・
債
格
の
費
動
が
あ
り
、
商
人
も
難
粧
す

る
回
目
の
伺
が
め
っ
た
(
蔦
延
元
年
士
一
月
三
之
に
卦
し
て
御
勘
定
所
の
評
議
は

『
右
は
諸
家
お
ゐ
て
領
分
産
物
運
輸
方
賛
意
に
世
話
い
た
し
候
は
Y
、
有
用
の
品
々
無
際
限
外
闘
え
渡
出
い
た
し
候
木
を
防
き
候
道
理
に
で
、
可
然

筋
に
も
相
同
候
待
共
、
自
分
捌
同
様
取
斗
俣
で
は
必
定
差
支
の
儀
色
可
有
之
、
腕
に
雑
穀
・
水
消
・
雌
・
失
服
・
糸
の
蟻
は
昨
年
以
来
神
奈
川
え
直
積

い
に
し
山
市
候
慮
、
常
分
の
内
江
戸
表
え
積
付
、
問
展
共
上
hJ
買
収
貿
易
可
放
旨
、
比
穏
御
綱
の
趣
一
色
有
之
、
針
鋼
ハ
ア
銅
色
同
様
に
て
諸
家
お
ゐ

て
勝
手
に
取
締
可
政
筋
に
改
無
之
候
問
、
書
岡
の
趣
ぽ
常
A
1
難
波
及
御
沙
汰
筋
に
付
、
此
探
御
潤
の
趣
に
柑
心
得
可
申
回
目
険
奥
守
家
来
に
川
被
仰
波

可
然
卒
が
彼
』

と
て
許
可
す
る
に
去
ら
な
か
っ
た
。

μ
刊
に
い
へ
る
此
程
の
御
胸
と
は
、
白
紙
~
一
五
年
間
一
一
一
月
に
営
分
の
内
雑
穀
・
水

山
刷
。
蝋
a

央
肌
・
系
の
日
川
ム
ゼ
に
限
、
れ
ソ
在
々
よ
h
，
榊
奈
川
表
え
蹴
出
す
間
搬
船
御
府
内
問
屋
北
(
え
新
組
す
へ
き
こ
と
を
命

せ
る
も
の
を
指
す
の
で
あ
る
。
之
に
つ
い
て
は
安
政
六
年
五
月
神
奈
川
開
港
の
後
、
外
岡
奉
行
は
各
地
よ
り
商
品

を
神
奈
川
に
直
勲
一
し
て
貿
易
に
供
す
る
こ
と
営
認
め
た
が
、
江
戸
問
屋
の
一
小
平
と
な
り
、
江
戸
に
お
け
る
日
用
口
叩

澗
埠
の
た
め
諸
問
よ
り
一
日
一
江
戸
諸
問
屋
へ
廻
悲
し
た
上
、
神
奈
川
へ
や
一
附
せ
し
め
ん
ー
と
し
た
が
、
結
局
右
の
御

胸
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

(
ロ
)
松
平
隠
岐
守
備
分
縞
木
綿
江
戸
責
捌
に
闘
す
る
件
国
延
元
年
七
月
十
二
日
松
平
隠
岐
守
家
来
安
東
牧

威
か
ら
『
隠
岐
守
領
分
に
て
描
出
候
縞
木
綿
御
時
田
地
え
積
廻
、
共
筋
間
服
共
へ
頁
捌
仕
度
此
段
各
様
迄
御
内
志
奉
伺

候
以
上
』
と
の
書
岡
が
提
出
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
後
の
経
過
に
つ
い
て
ほ
何
等
記
す
所
が
な
い
が
、
他
の
史
料
に
よ

っ
て
大
躍
の
事
情
念
窺
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
卸
ち
次
の
如
〈
で
あ
る
。

同
盆
主
法
掛
に
つ
い
て

第
凹
寸
巻

一一

第

~JX 
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凶
盆
生
法
掛
に
つ
い
て

第

自止

第
円
十
傘
』

文
久
元
年
三
月
松
平
隠
岐
守
か
ら
老
中
へ
到
し
次
の
如
き
陳
情
が
め
っ
た
。
印
も
同
藩
が
墓
担
増
築
誌
や
神
奈
川

表
明
U

街
を
仰
付
け
ら
れ
し
た
め
入
費
も
多
〈
、
ぞ
れ
が
た
め
去
年
加
分
産
出
の
私
木
綿
ぞ
一
江
戸
問
屋
へ
責
捌
〈
こ

9

タ

F

一-hl
，
、
.
，
し
-
-
，
、
F

、

l
t
t
J
J
H
2
・
f
f
カ

そ
の
方
法
は
問
屋
へ
入
札
姉
と
な
す
の
で
あ
っ
た
。
黙
し
入
札
排
は
品
柄
の
向
不
向
を
申
立

兎
角
務
札
直
段
が
低

t
、
雑
貨
も
懸
り
杭
失
も
多
い
。
然
る
に
酒
井
靴
作
興
頭
(
姫
一
踏
藩
〉
は
文
化
頃
知
内
産
出
の
白
木

純
を
江
戸
間
住
へ
ん
ゑ
別
抗
仁
頁
捌
〈
こ
と
を
許
さ
れ
市
融
通
も
よ
く
財
政
上
に
利
し
て
ゐ
る
慮
が
多
い
。
右
は
白

木
綿
で
あ
り
、
臼
分
佃
内
の
分
は
柿
木
綿
で
あ
っ
て
別
に
差
障
り
も
な
い

'
l
L
一
じ
あ
る
か
ら
、
右
同
様
間
服
共
へ

ぽ
リ
仙
巾
-
山
川
1
川
川
戸
、

H

一

ρ
7
4

二
(
川
川
町
』
』

.
1
L
、

ふ

川

;
L
V
F
J
ぺj
h

n

J

羽
HLA
中レ

l
H
5
州
市
〈
同

l
t
r
'
J
H
B
I
叩

L

l

l

L

-

L

、

じ

〆

J

I

-
;
l
ノ

j
i
A
i
i
:
;
、

ー

:
i
p
o
-
-
:
L

J
k
rぃ
4
2
L
却
引
U
U
V
可
カ
ら

ω世ト
ν
づ
寸
ん

F
F
ね

の
資
捌
l
H

法
で
は
他
に
も
亦
そ
れ
を
願
出
つ
る
者
が
出
来
、

向
中
表
徴
の
仲
訟
で
あ
る
か
ら
と

必
定
不
捌
に
な
り
、

の
故
障
申
立
a

か
あ
っ
た
。

肋
定
米
行
及
勘
定
吟
味
役
の
広
見
は
、

間
島
共
へ
家
別
抑
と
な
す
こ
と
は
素
人
直
買
口

!
と
良
一
り
、
ま
に
去
・
亥
年
諸
家
同
産
買
捌
御
備
に
も
抵
糊
せ
す
、
尤
御
岡
鈷
御
主
法
仰
せ
出
さ
れ
七
上
は
拒
人
H

も
替

一
腹
町
泰
行
へ
下
付
し
て
差
之
の
有
無
念
札
し
、
主
主
な
く
ぱ
隠
岐
守
願
通
り
仰
波
さ
れ
て

る
へ
き
で
あ
る
が
、

然
る
へ
し
と
の
こ
と
で
J

の
っ
た
。
町
奉
行
は
木
綿
間
口
座
行
事
堂
呼
出
し
て
札
し
た
が
別
に
故
障
な
し
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
然
し
諸
門
家
間
産
を
何
れ
も
家
別
排
に
す
る
こ
と
を
許
さ
ぱ
、
自
然
直
段
'C
鰹
り
上
け
る
恐
が
あ
り
、
白

木
綿
の
佐
は
永
年
仕
来
り
の
こ
と
で
め
£
か
ら
之
含
許
し
、
他
の
園
産
に
つ
い
て
は
之
診
認
め
争
、
相
一
右
縞
木
純

の
場
合
は
強
州
松
山
一
餌
限
り
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
特
別
の
理
由
色
あ
る
か
ら
、
之
を
認
め
て
も
長
文
な
い
と

い
ふ
こ
と
に
大
韓
六
月
頃
に
決
定
し
た
ゃ
う
で
あ
っ
に
。
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(
ハ
)
捕
鯨
業
に
闘
す
る
作

文
久
元
年
五
月
里
見
源
左
衛
門
御
代
官
所
越
後
間
蒲
原
郡
村
松
演
平
野
廉
減
よ

り
鯨
出
試
稼
一
二
ヶ
年
間
仰
付
ら
れ
、
四
ヶ
年
目
よ
り
運
上
を
納
む
へ
き
旨
を
願
出
て
た
リ
と
れ
に
闘
す
る
勘
定
山
本

行
松
平
出
雲
守
の
伺
に
日
〈

『
近
来
御
凶
岡
地
お
ゐ
で
鯨
漁
い
た
し
候
志
の
少
〈
、
右
は
普
通
の
漁
業
と
護
措
具
漁
具
等
製
造
並
船
方
手
常
向
等
多
分

ω
入
費
等
相
懸
候
故
開
業
難

波
蝕
得
共
、
右
等
相
関
げ
候
得
ハ
御
圃
盆
相
成
候
儀
に
旬
矯
御
岡
山
様
営
再
上
h
ノ
一
一
四
ヶ
年
試
稼
被
仰
付
度
、
勿
論
法
海
迄
乗
走
h

ソ
候
儀
に
付
日
本
艇

に
て
は
晴
雄
方
難
出
来
快
調
、
今
般
沖
奈
川
支
舶
来
の
和
蘭
陀
舶
の
内
プ
ヱ
ン
ナ
婚
と
申
賞
般
有
之
、
布
地
附
粛
の
品
々
北
九
柑
射
の
上
質
請
稼
力
い

だ
し
度
へ
中
略
)
勿
論
新
個
別
開
業
の
障
問
に
仲
川
被
不
漁
色
難
斗
、
試
年
限
巾
ば
無
運
上
に
て
稼

H
い
だ
し
獲
有
之
候
ぱ
、
最
寄
湊
叉
は
浦
々
、
一
え
入
舵
い

だ
し
御
料
ぽ
御
代
官
、
な
説
法
地
一
環
え
情
届
其
一
昨
に
て
入
札
の
一
上
相
沸
来
年
ル
子
年
』
相
常
的
運
上
相
納
候
棟
い
だ
し
度
段
申
立
候
間
働
時
件
仕
候

唱
鯨
漁
有
之
候
得
ハ
其
滑
の
潤
助
ぽ
勿
論
、
耳
、
う
側
団
四
徒
同
時
健
司
仰
に
役
得
北
川
、
記
艇
御
岡
地
二
一
ふ
ぉ
右
漁
婦
の
山
に
候
堤
開
業
情
喋
憐
侍
企
御
山
刑

法
相
成
院
議
に
付
、
相
肘
人
γ
以
制
収
川
昭
買
取
保
ト
け
畑
制
明
日
間
昨
日
、
な
悼
の
納
に
有
ど
山
'kω
明
一
十
柵
常
の
肢
も
畑
悶
不
巾
侠
問
、
艇
の
抵
常
何
p
m

来
る
亥
迄
一
一
今
ケ
年
の
間
試
，
桜
力
の
積
差
免
、
尤
試
中
に
て
も
獲
有
之
候
ハ
、
御
定

ω
運
上
可
相
納
旨
申
渡
候
様
可
仕
候
故
ト
一
五
々

こ
れ
に
劃
す
る
御
園
盆
掛
大
日
付
御
目
付
の
評
議
は
鯨
漁
の
儀
は
速
に
開
業
せ
ぎ
れ
は
外
国
に
利
徒
を
聾
断
せ

ら
る
る
農
が
あ
る
。
然
し
大
利
を
興
す
に
は
大
宮
内
を
伴
ふ
弊
eT
菟
れ
難
い
。

そ
れ
は
車
率
一
利
加
鯨
漁
船
と
馴
令
、

鯨
油
4V-
資
渡
し
、
又
は
捕
獲
物
を
米
間
へ
貢
波
、
洋
中
の
秘
密
貿
易
を
行
は
し
む
る
に
平
一
る
こ
と
之
で
め
る
υ

依

て
舶
を
公
儀
に
で
買
上
、
廉
賦
へ
無
運
上
に
て
試
稼
仰
付
ら
れ
、
獲
も
の
あ
ら
ば
上
納
せ
し
め
分
合
利
潤
営
下
付

し
、
迫
ι
町
廉
臓
の
身
分
を
取
立
て
る
こ
と
と
サ
ぱ
彼
も
十
分
力
を
蚤
す
へ
〈
、
取
一
紺
の
大
本
も
立
つ
で
あ
ら
う
。

か
く
て
鯨
漁
の
盆
は
燈
油
の
み
な
ら
や
、
御
旗
本
御
家
人
の
内
に
も
漁
業
に
出
役
願
ふ
者
も
生
す
る
仁
至
り
、
途

に
は
海
軍
方
に
も
役
に
立
つ
で
あ
ら
う
と
い
ふ
に
在
っ
た
。
然
し
結
局
は
松
平
出
雲
守
見
込
の
越
に
収
計
び
方
を

許
す
こ
と
と
な
っ
た
。

同
盆
主
法
掛
に
つ
い
て

第
川
十
品
官

第

~1X 

一



同
生
+
J『
法
掛
に
つ
い
寸

[1;1 

第

自主

間

第
州
十
且
せ

(
昌
)
出
土
製
お
の
件

文
久
元
年
七
月
榊
原
式
部
大
師
御
倒
所
越
後
岡
市
川
、
城
郡
棚
炭
村
庄
原
一
合
右
街
門
よ
り
煙

山
択
を
取
集
め
翠
製
造
方
、
ど
願
出
で
た
。
之
に
就
て
松
平
出
雲
守
の
上
申
は
次
の
如
〈
で
あ
る
J

『
同
図
頚
城
魚
沼
刈
羽
一
一
-
嶋
右
凶
郡
の
儀
ほ
山
方
に
正
農
問
喉
務
、
難
泣
能
在
、
然
る
賜
土
中
硝
石
硫
黄
気
有
之
候
哉
、
山
中
天
穴
を
明
、

ι刊
紙
移

候
ハ
、
燃
よ
り
、
右
台
風
草
生
水
と
唱
来
、
右
朱
多
分
相
、
遁
候
場
所
見
守
一
、
小
原
並
出
国
築
守
一
、
土
中
え
穴
を
明
げ
火
誌
を
呼
取
、
重
夜
不
特
燃
上

候
右
閉
山
阪
や
取
引
致
製
い
た
し
‘
一
足
都
大
阪
抽
出
御
常
地
晶
一
山
商
人
咲
え
犬
々
一
不
談

ω上
質
捌
候
特
ρ
遺
跡
の
村
々
一
助
「
い
も
相
成
、

H
御
園
盆
の
儀
に
何

ト
ヶ
年
の
問
布
稼
万
い
た
じ
茂
、
允
府
州
立
加
を
ヶ
年
水
五
食
文
ワ
う
上
納
r

い
儀
中
古
一
候
問
、
}
山
村
一
い
い
故
位
一
点
無
伶
相
札
一
概
脇
差
防
等
無
之
同
月
御
頂

何
役
人
申
閥
、
省
総
力
都
一
L
h
分
入
州
合
以
取
賄
候
儀
仁
一
外
故
障
も
不
相
関
候
上
は
、
乍
馴
御
刷
会
新
の
障
問
に
刊
川
布
一
日
式
加
、
氷
上
納
山
積
ぞ
以

常
刊
に
ρ
計
部
品
百
一
指
五
ヶ
年
い
問
頗

ω刈
一
様
方
市
決
、
都
て
不
取
は
刊
の
儀
無
之
様
中
川
悦
ト
一
五
、
片
一

(
ホ
)
染
料
郊
円
山
配
什
松
川
小
似
刊
太
夫
ん
か
米
関
町
ん
百
九
日
轍
一
一
一
よ
h
抑
J

山
山
町
〈
は
木
根
等
を
以
て
料
に
製
寸
る
こ

と
を
願
出
て
に
。
然
る
に
赤
坂
表
博
心
町
市
兵
衛
が
慨
に
武
臓
・
相
続
・
上
野
・
奥
澗
・
甲
信
共
他
岡
々
の
桑
校
只
集

め
綿
製
作
の
儀
を
許
さ
れ
た
が
、
之
は
全
く
右
轍
三
よ
り
そ
の
製
法
を
停
へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
轍
一
一
一
の
素

士
山
は
一
扮
れ
供
物
を
以
、
物
産
増
殖
い
に
し
、
右
バ
借
金
を
以
墜
撃
館
、
種
痘
所
、
養
生
所
等
の
御
入
用
、
且
京
大

坂
え
も
臨
商
摩
館
病
院
等
御
取
建
相
成
候
様
仕
度
存
意
に
有
之
』
、
桑
柳
等
貝
取
製
作
の
入
品
質
は
す
へ
て
手
元
余
共
他

自
ら
ι
イ
質
を
な
し
、
御
下
ク
金
等
を
願
は
A
V
、
純
盆
の
う
ち
三
割
は
御
救
助
筋
御
入
用
の
内
へ
、

二
割
は
御
岡
盆

所
御
入
用
へ
、

一
一
割
は
島
皐
飴
種
痘
所
養
生
所
等
御
入
用
井
御
家
人
長
病
の
者
へ
薬
料
御
手
嘗
と
し
て
、
二
割
は

京
大
阪
へ
醤
皐
館
井
病
院
等
取
建
御
入
用
へ
上
納
し
、
時
四
二
割
は
木
綿
製
作
場
入
用
及
手
首
と
す
る
筈
で
め
る
。

且
差
出
せ
し
柳
綿
見
本
も
相
臆
の
出
来
築
の
も
の
で
め
っ
た
。
御
国
盆
御
主
法
掛
の
評
議
も
之
を
認
め
、
文
久
元

年
十
一
月
遂
に
之
を
許
可
す
る
こ
と
と
な
り
、
御
鯛
を
以
て
柳
桑
木
楼
等
の
枝
皮
文
集
め
に
針
し
相
営
の
債
を
以

日本財政経済史料第二理香川i];{参照。9) 



て
荒
波
す
へ
き
こ
と
、
不
毛
本
附
の
地
へ
右
一
二
種
の
木
全
紘
増
す
へ
き
こ
と
、
梅
雨
以
前
叉
は
八
月
上
旬
に
技
を

刈
取
置
費
渡
す
へ
き
こ
と
等
が
逃
へ
ら
れ
、
諸
闘
村
々
向
料
相
似
州
問
点
す
枇
傾
へ
も
不
洩
様
鯛
れ
ら
る
る
仁
王
っ
た
。

.. 白.
~、

以
上
私
の
迷
ペ
た
所
は
主
と
し
て
「
御
園
盆
御
主
法
留
一
一
一
一
建
一
蒜
誠
一
錯
M
」
に
よ
つ
に
も
の
で
あ
る
か
ら
、
六
月

以
後
の
事
蹟
に
つ
い
て
は
之
を
知
る
こ
と
を
得
な
い
の
を
遺
憾
と
す
る
。

御
岡
宿
御
主
法
胡
の
事
業
が
容
易
な
ら
唱
さ
る
大
業
で
あ
る
こ
と
は
屡
比
一
べ
ら
れ
て
ゐ
る
慮
で
あ
る
が
、
そ
れ
と

同
時
に
ん
ー
に
及
ぶ
も
何
一
円
J

取印刷
J

の
わ
い
る
制
方
も
出
来
巾
3
や
左
い
ふ
如
き
文
句
は
常
に
老
中
よ
り
の
誌
に
見
え

L
ふ
刈
唱
曲
。

然
、
)
ト
一
挫
の
州
予
問
。
な
お
事
業
及
。
パ
い
い
同
等
yy
あ
ト
ツ
ト
}
し
〆
一

d
川
十
戸
川
;
め
る
。

-EM--J
・
a
ぃ
、
官

ι
E
A
4
C
A

t
-
-
J
一一一
H
F
I
t
-

“

5

5

1

1

 

掛
を
鞭
撞
す
一
心
た
め
の
み
で
は
な
く
、
そ
れ
が
営
時
の
困
窮
吠
態
を
救
湾
し
.
叉
岡
産
旗
充
に
到
し
ョ
十
分
な
る

結
果
ぞ
奏
守
な
か
っ
た
賄
か
ら
見
れ
ば
、
右
の
如
き
評
一
一
一
一
7
8
必
や
し
も
謀
り
と
は
い
ひ
難
い
。

然
し
な
が
ら
以
上
の
記
述
に
よ
っ
て
も
‘
営
時
姐
法
と
躍
も
必
や
し
も
墨
守
せ
や
改
h
u

べ
き
も
の
は
盤
改
せ
ゴ

る
べ
か
ら
ぎ
る
こ
と
を
明
に
言
明
し
、
言
路
の
洞
聞
を
期
し
、
間
産
の
一
興
隆
を
計
り
、
産
物
命
H

所
を
設
け
て
物
債

高
低
の
樺
を
幕
府
の
手
に
牧
む
べ
し
左
せ
る
こ
と
、
器
械
利
用
の
必
要
を
悟
れ
る
こ
と
等
、
所
謂
幕
末
の
新
経
油
開

政
策
と
し
て
認
hv
ぺ
き
諸
般
の
事
項
が
現
は
れ
て
ゐ
る
こ
'
ど
は
大
に
注
意
す
ぺ
き
こ
と
で
あ
ら
う
。

御
岡
盆
御
主
法
方
頭
取
・
向
調
役
・
同
勘
定
役
元
締
・
同
勘
定
役
・
同
書
物
御
用
出
役
・
同
御
門
番
人
出
役
は
文
久

二
年
八
月
四
日
に
慶
止
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
廃
止
は
「
徳
川
慶
喜
公
博
」
に
よ
れ
ば
冗
員
ぞ
淘
汰
せ
ん
一
か
た
め
で
あ

同
金
主
法
掛
に
つ
い
て

第
四
十
巻

主.

:Ji. 

第

明日t
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回
開
盆
主
法
掛
に
つ
い
て

る
と
い
ふ
。
呆
じ
て
然
句
と
せ
ば
容
易
な
ら
ゴ
る
御
大
業
と
し
て
着
手
せ
ら
れ
た
志
の
が
、
今
や
冗
員
拘
汰
と
し

第
川
十
品
世

←」，、

第
一
披

-
~ 
ノ、

て
廃
止
せ
ら
る
〉
に
至
っ
た
の
は
戚
慨
に
堆
え
ぬ
色
の
が
め
る
。
尤
も
岡
盆
御
主
法
掛
に
つ
い
て
は
何
等
記
す
所

が
な
い
が
、
右
等
の
諸
役
の
康
止
さ
れ
た
以
上
、
御
主
法
掛
も
廃
止
せ
ら
れ
七
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

右
の
厳
止
が
行
は
れ
た
の
は
所
謂
文
久
二
年
の
幕
政
改
革
の
一
部
で
め
っ
て
、
そ
れ
は
参
親
交
代
制
度
の
改
正
・

軍
制
の
改
革
・
教
育
制
度
の
改
革
と
共
に
繁
雑
な
る
雄
一
式
慣
例
を
省
h
ー
、
節
約
台
冒
と
し
て
諸
種
の
改
正
が
行
は
れ

に
の
で
あ
っ
た
0

・
耐
し
で
こ
の
改
革
は
鹿
懸
二
・
一
二
年
の
改
取
と
共
に
幕
末
の
二
大
政
市
と
し

C
知
ら
あ
芯
も
の
一
L

蒜
附
が
そ
の
翻
勢
合
税
問
甘
ん
が
士
め
に
最
後
の
努
力
を
試
み
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
は
兎
も
品
川
も
枇
舎
収
勢
の

稜
動
に
順
懸
し
て
適
切
な
る
胞
設
を
行
は
ん
と
し
た
御
闘
盆
御
主
訟
も
途
に
そ
の
目
的
や
述
せ
A
V

冗
UH
と
し
て
拘

汰
さ
れ
た
こ
と
は
如
何
に
も
物
淋
し
い
戚
を
生
什
}
、
ざ
る
を
待
な
い
。
大
一
反
の
特
に
夜
ら
ん
と
す
る
と
き
一
木
の
よ

〈
支
へ
得
へ
き
も
の
に
非
る
こ
と
を
示
せ
る
も
の
と
い
ふ
こ
と
が
出
家
ゃ
う
。
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